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地域公共交通の見直しと利用促進対策
及び今後の展開について
 玉野市政策部交通政策課課長
 新　　　仁　司
はじめに
　玉野市は人口約６万３千人のまちで、岡山県の南端に位置し瀬戸内海（備讃瀬戸）1に面していま
す。玉野市では平成11年からシーバスという市内全域をカバーするコミュニティバスを運行してお
り、現在も市民の足となっています。しかし、改正前のシーバスの利用者数は年々減少の一途をた
どり、「空気を運ぶバス」等と呼ばれることもありました。また民間の路線バスや鉄道に、岡山駅
と玉野市渋川を結ぶ特急バス2や国道30号線を走行し、岡山市内と玉野市内を結ぶ路線バス、玉野
市宇野駅と岡山駅を結ぶＪＲ宇野線、玉野市宇野港と香川県高松港を結ぶ宇高航路などがあります
が、これらの公共交通機関も利用者が年々減少し、減便や路線の廃止などが続いていました。この
ような状況から、玉野市では、市民にとって利便性の高い地域公共交通へと再編することが喫緊の
課題となっていました。そこで平成22年度からアンケート調査を行い地域住民の意見を参考に公共
交通体系の再構築に取組みました。そして、平成24年７月１日からコミュニティ交通と既存の路線
バスや鉄道等による新交通体系がスタートしました。その後シーバスの路線変更やバス停の追加、
乗り合いタクシーであるシータク3の乗り場の見直しと新サービスの追加、路線バスとコミュニティ
交通が競合する路線等を必要に応じて減便・統合、パークアンドライド4対策として鉄道駅への自
転車置き場の新設、鉄道駅前ロータリーにシータクの乗り場を新設などの見直しや改善を図りまし
た。この結果、コミュニティ交通の利用者の増加、路線バスの採算の改善などの成果がありました。
平成26年度の予測では、シータクとシーバスを合わせた利用者が以前のシーバス利用者の約1.6倍
の約11万人になる見込みです。
１　玉野市の概要
　冒頭で述べたように、玉野市は岡山県の南端に位置する人口６万3,094人（平成26年の６月末現
在）、面積103.63平方キロメートルの、穏やかな瀬戸内海と緑あふれる山々に囲まれた自然豊かな
1　本州、四国、九州に挟まれた内海。美しい海と島々からなる。温暖な気候で雨量が少なく、世界的にも有名な瀬
戸内国際芸術祭の会場となっている。
2　通常の路線バスよりバス停を限定することで時間を短縮して運行する路線バス。
3　玉野市のコミュニティ交通、デマンド型乗り合いタクシー。
4　駅や主要なバス停等周辺の駐車場に自家用車や自転車等を駐車して、公共交通に乗り換えること。 
－玉野市における取組－
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まちです。瀬戸内海を挟んで香川県高松市と向かい合っており、北には政令指定都市である人口約
71万人の岡山市、西には人口約48万人の倉敷市があります5。特に岡山市への鉄道や路線バスによる
交通アクセスは充実しており、多くの人々が通勤通学等で往来しています。本市の南には、市役所、
市民病院、大型商業施設の「メルカ」などが立地する「中心市街地」と、造船業に関連する企業等
が多く存在している「企業城下町」があります。北には、岡山市のベッドタウンとして発展した新
興住宅団地や旧来からの農業を中心とした農業地帯があります。南北間は山地となっており、斜面
には住宅団地が点在し、道の駅や英国庭園等のある深山公園があります。瀬戸内海には、世界的に
も有名な瀬戸内国際芸術祭の会場となっている島々があり、玉野市にはそれらの島に渡る港として
宇野港があります。この港からは香川県高松市への宇高航路も運航しています。
２　玉野市のコミュニティ交通を中心とした見直しと現状
　ここからは、玉野市の公共交通の見直しと利用促進等について、コミュニティ交通を中心に述べ
ます。玉野市のコミュニティ交通として、市内中心部を運行する「シーバス」とその周辺部を中心
に運行する乗り合いタクシーの「シータク」があります。本市では、これらに対し事業補助を行っ
ています。資料の表紙の左側にある黄色いバスがシーバスで右側がシータクです。市民病院等があ
る中心市街地の移動は基本的にはシーバスが運行しており、周辺部の移動はシータクが運行してい
ます。たとえば、中心市街地に行く場合、周辺部から移動するにはシータクからシーバスに乗り換
えることになっています。中心市街地にもシータクが運行していますが、極めて限定的な運行になっ
ています。近年、全国的な傾向と同様に玉野市でも、路線バス、鉄道、フェリー航路などの公共交
通機関の利用者が減少しており、その合理化策として平成26年７月にはフェリー航路である宇高航
路の夜間の運航が休止されました。しかし減便により利便性が後退し、更なる利用者の減少が続い
ています。このように、玉野市の公共交通は非常に厳しい状況となっており、利用者数を維持又増
加させるためにコミュニティ交通を含めて総合的な対策に取り組んでいます。このような状況で、
まずはシータク・シーバスの見直しと併せて、路線バスとの路線統合等をすすめた結果、現在では
シータク・シーバスの利用者は増加傾向となりました。
⑴　公共交通体系見直し前の旧シーバス等の概要
　玉野市には平成11年からシーバスというコミュニティバスが走っています（資料４）。この旧シー
5　なお、ここで玉野市周辺の自治体を簡潔に紹介する。岡山市は、人口約71万人、面積789.92㎢、玉野市の北側に位
置する岡山県の県庁所在地。政令指定都市に指定されており、JR岡山駅前には大型商業施設が集積している。倉敷
市は、人口約48万人、面積354.73㎢、玉野市の西側に位置する岡山県の中核都市。美観地区など観光都市として有名
であり、瀬戸大橋で四国と結ばれている。高松市は、人口約42万人、面積375.17㎢、香川県の県庁所在地。玉野市と
はフェリーで結ばれており、高松港等周辺には高層ビルや大商店街など商業施設が集積されたコンパクトシティが築
かれている。
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バスには、西ルートと東ルートがあり、おおむね市内全域をカバーしていました。しかし細かく運
行していたため、１周に約100分かかり、一部地域では同じ場所を往来する運行形態でした。その
ため目的地までの移動に非効率な場合があり、移動時間が長すぎると感じる利用者がいることや、
循環型で行き先地が明示されていないため、ルートが分かりにくいなどの理由で、利用者が年々減
少し、「空気を運ぶバス」などと言われるようになっていました。玉野市ではこの旧シーバスの利
便性を向上させ、多くの人に使ってもらいたいと考えました。また、他に鉄道や路線バス等も運行
していますが、重複路線になっているため、お互いに利用者を分散させ非効率な運行になっている
などの問題もあり、公共交通の効率化を図る必要がありました。
⑵　見直しに向けての準備と既存コミュニティバスの乗降分析（資料５）
　玉野市では見直しに先立ち、以前のシーバスの乗降分析から始めることにしました。この図は各
（東西）ルートの第１便と書いてありますが、各方面の第１便から第４便までの乗降を分析したも
のの第１便の分析結果です。この分析は、各バス停毎に平均10人以上乗っている路線を太い線で、
５人から９人のところを少し細い線で、４人以下のところを破線で表しており、矢印が進行方向を
示しています。この分析を行うためにシーバスの乗務員が各バス停の乗降客数を確認していきまし
た。旧シーバスは、第１便、第２便、第３便、第４便とあり、各便に東西回りと左右回りがありま
した。この分析により、10人以上乗っている路線部分はシーバスが、５人から９人乗っている路線
部分はワゴン車が、４人以下の路線部分は乗用車タイプのタクシーが運行するために必要ではない
かと考えられます。旧シーバスは１周に約100分を要していたので、目的地と逆方向の便に乗ると、
50分以上かかっていました。また隅々まで運行することから、同じ場所を往来し、なかなか目的地
に着かない印象も利用者に与えていました。こうした不満の声を念頭に、乗降分析をして今後どの
ように改善又は見直しをしていくのかを検討していきました。
⑶　新交通システム導入までのスケジュール（資料３）
　玉野市の新公共交通システム（新シーバスとシータクの体系）導入までのスケジュールを説明し
ます。平成22年度は２－⑵で説明したシーバスの乗降分析を行いました。また、シーバスのアンケー
ト調査ということで、免許証を持っていない高校生や主な利用者となっていたのが高齢者であるこ
とから、老人クラブの2300人を対象にアンケート調査を行いました。さらに、より住民の声を反映
させるため平成22年の８月に玉野市地域公共交通会議6を設置しました。平成23年度には計画策定
6　平成22年８月、道路運送法上の法定会議として設置。平成26年６月現在、委員22人（市民10人、鉄道事業者１社、
バス事業者２社、タクシー事業者３社他）、専門委員５人（国土交通省、岡山県、道路管理者（岡山県、玉野市）、警
察）。
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と補助制度の創設を行い、国土交通省の地域公共交通確保維持改善事業（地域公共交通調査事業）7
を活用し、各種アンケート調査を行いました。アンケート調査は玉野市内の住民に加えて市内の事
業者に対しても行いました。また地域での説明会を開催し住民の意見を直接聴取していきました。
その中で心がけていたのは、少数の寄り合いや会合であっても希望や了解があれば積極的に出向き、
住民の生の意見を集約することでした。このことが住民とのコミュニケーションによる相互理解を
生み新交通体系に移行した際に住民の理解を得ることにつながりました。また、市内の公共交通の
勝手が分からない高齢者や、運転免許が無く公共交通の充実を望む市民の存在も判明しました。他
にも免許はあるが幼い子どもを連れての運転は危険であるため外出を控えている人がいることも分
かりました。この調査結果をもとに、玉野市の地域公共交通計画は作成されていくことになりまし
た。この計画では、旧シーバスの乗降分析から、周辺部は利用者が少ないため予約式の乗合タクシー
を導入し、より細かく乗り場を設置、日常生活圏に絞って小さなエリアの移動の自由を確保して、
地域の活性化を図ることなども盛り込むことにしました。
　玉野市は岡山市との経済的な関係が強く、通勤通学者も多いことから、玉野市と岡山市中心部を
結ぶバスの路線が地域の主要な移動手段となっています。その一つが玉野市渋川からＪＲ岡山駅ま
での特急バスです。このバス路線にシータクやシーバスを連携させ、玉野市における公共交通の市
外への移動の利便性を向上させています。また、中心市街地を中心とした移動の利便性を向上させ
るため、シーバスについては路線変更及びバス停を新設し、旧シーバス時代から多くの人が利用し
ていた路線部分については残すことにしました。さらに、シーバスは、住民の移動ニーズだけでな
く、市外からの集客力がある、風致公園の深山公園、観光として船の進水式が見学できる造船所、
海に面して風景を楽しめるカフェが点在する玉野市後閑地区などへの移動も考慮し、できるだけ多
くのニーズをまとめて利用者を少しでも増やそうと考えました。シータクは国土交通省の「地域公
共交通確保維持改善事業」の補助制度を活用し、国土交通省と玉野市が連携して運行事業者に対す
る運行補助を行い、エリア内の移動の利便性を向上させることにしました。エリア設定については、
４つのエリアを設定し、各エリアにスーパー等の買い物施設、病院、市民センター等が含まれ、日
常の生活に必要な施設が揃っていて、１時間あたり車両１台に３カ所で乗車（１時間、１車当たり、
平均３人乗車を目標）することを想定して、市の職員等が車両を実際に何度も試走させ、エリアの
範囲を決めていきました。なお、本市の場合、コミュニティ交通は、補助金制度として、委託事業
にはしていません。
　平成24年度は実証運行を行い、平成25年４月から本格運行を開始しました。また高齢者団体など
を対象に市内66か所と、地域懇談会など13会場で説明会を実施し利用の促進を図ったところ、前者
7　国土交通省の補助事業。コミュニティ交通運行補助等事業、地域交通計画見直し等調査事業、車両改善等バリア
フリー事業などの補助金交付事業。
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には2,567人、後者には154人の参加がありました。小さな寄り合いなども含めれば２、３倍の説明
会等を行い、根気よく住民へ説明した結果、利用者も少しずつ増加していきました。またそれに加
え、玉野市地域公共交通会議を多いときは年に４回、事業者会議8を７、８回行うなど、毎月何ら
かの会議を行いました。現在は、玉野市地域公共交通会議を年間３回、事業者会議を３～５回行っ
ており、年間６～８回の主要な会議を行っています。この他に新交通システムを構築するに当たっ
て、周辺自治体や全国の先進事例の視察を行いました。その際に自治体の職員だけでなく、できる
限り事業者（乗合タクシーならタクシー事業者、コミュニティバスならバス事業者）を帯同しまし
た。事業者は自治体職員とは違った視点で物事を捉えることができ、地域公共交通会議での積極的
な発言を生みます。事業者も共に見て考えることが知恵を引き出すことにつながりました。
　その上で先ほど述べた説明会等にも事業者が可能な限り参加し、市民の意見を直に聞いて事業者
の経験や知恵等を生かし、利用者の利便性向上を図る仕組みができていきました。さらに、利用促
進策として利用者に新交通システムを周知徹底するために、本市の広報紙で毎月特集記事を掲載す
るなども行いました。本市の広報紙での掲載は、現在も毎月ではありませんが、引き続き行ってい
ます。意見交換会の様子や玉野市地域公共交通会議の様子です（資料６）。玉野市地域公共交通会
議を立ち上げた当初は、公共交通に関する知識が乏しいことを考慮し、各委員に個別にレクチャー
を行っていました。その後も各委員の積極的な意見を誘発するため会議開催毎に講師を招いて公共
交通に関する先進事例やICT9などいろいろな話題のプレゼンテーション等を企画し、委員の知識
や見識を高めました。写真に男性と女性が写っていますが、シータクの予約を受け付けるコールセ
ンターです（資料７）。現在は、女性２～３人でコールセンター業務を行っていますが、利用者が
増加傾向にあるため、コールセンターの人員が不足している状況です。このような状況から、シー
タク自動配車ステムを導入することを決め、オペレータの受付時間の短縮などを図りました。その
右の写真はすこやかセンターです。すこやかセンターは市の医療福祉の拠点施設となっており、様々
なイベントや子育て支援が行われている施設です。このすこやかセンターが主要な乗り継ぎポイン
トになっています。この乗り継ぎポイントの選定を誤ると乗り継ぎが不便になってしまい、利用を
控える原因になりかねないことから、多くの人が行く人気施設（移動の目的地になる施設）で、し
かも安全に乗り降りができて、冬も夏も季節に関係なく快適に屋内で待てるような場所を乗り継ぎ
ポイントにしています。
　また、玉野市は下段の写真のように、市内の乗り場の約160カ所中15箇所のごみステーションを
シータクの乗り場にしています。これは、ごみステーションの前にはゴミ収集車が止まることがで
8　事業者会議として、⑴ 玉野市内のタクシー事業者による事業者会議（玉野市内５社）と、⑵ 玉野市内のコミュ
ニティ交通運行事業者による「シータク、シーバスICT化等利用促進協議会（シータク事業者３社、シーバス事業
者１社、シータクシステム事業者１社の合計５社）がある。
9　Information and Communications Technologyの略称。
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きるように少し広いスペースが設けられているため安全に乗り降りができるということや乗り場の
表示を金網につけやすいといった理由があります。ごみステーションは地域住民の生活に強く結び
ついているため利用者が熟知している場合が多く、乗り場の場所が分かりやすいと好評です。
⑷　旧シーバスの運行（資料８、９）
　旧シーバス10には東と西、左と右回りがあり、一周の距離が長いため場合によっては目的地に到
着するまでに時間がかかってしまい、必ずしも市民のニーズを反映したものではありませんでした。
また運賃は１乗車200円で、高齢者や高校生等の割引はありませんでしたが、障害者及び重度の障
害者の付添人、６歳～小学生の子どもの運賃を割引料金の100円に設定していました。さらに、以
前のシーバスはシーバス同士での乗り継ぎが無料だったので、割引運賃の人は玉野市の端から端ま
でを100円で行くことができるものでした。車両については、以前６台所有していたものを現在で
は３台に減車し、１台予備に確保しています。
⑸　新交通システムの概要と利用者の増加を支える事業者の知恵
①　新シーバスの概要（資料10）
　新交通システムのシーバス・シータクの運行形態です。このマップでは、シーバスのルートを赤
と青の実線で表しています。旧シーバスは土日も平日も循環型の16便（16周）で、同じように運行
していましたが、現在では、平日が24便（12往復）で、土日祝日等では16便（８往復）となってい
ます。
②　シータクの概要と利用者の増加を支える仕組み
　シータクは１日に11便を運行しており、午前７時から午後６時までの間、１時間ごとにエリア内
を中心に運行しています。乗りたい時間帯の１時間前までに予約し、午前７、８時便は、前日午後
５時までに予約します。予約は一週間前から可能です。例えば午前９時30分に自宅近くの乗り場か
らシータクに乗って、深山公園に行く予約をするためには、午前８時までに予約が必要となります。
現在のところ、この利用方法はすぐに利用したい方からは、少し分かりにくいという意見が出てい
ます。
ア　周辺部のシータク運行
　①紫色のエリア、②緑色のエリア、③青色のエリア、④オレンジのエリアの４つのエリアがあり
ます。
　基本的には、①～③の各エリアについては、エリア内をシータク11が運行しています。市役所、
10　平成11年から運行開始。小型バス（定員約40人）、車いす利用者乗降可。
11　原則的には市内に事業所があるタクシー事業者３社の乗用車型のタクシーやワゴン型
のタクシーを利用者が乗り合って車両をシェア（共有）する方式。現在では、ほぼ専用に使う車両と臨時で使う車両
があり、臨時で運行する車両は、タクシー本来の運行業務とシェアしている。
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市民病院、メルカは利用者の移動の目的地となっており、それらが中心市街地に集中しています。
これらの場所に移動するためには周辺部からシータクに乗り、資料の拠点乗換施設（すこやかセン
ター、レクレセンター、深山公園、東児市民センター）からシーバスへの乗り換えが必要です。中
心市街地を含む地域を除いて、シータクは基本的にはエリア内しか運行しないので、中心市街地に
行くためには必ず乗り継ぎが必要となります。主要な乗り継ぎのポイントには、東児市民センター12、
深山公園13、すこやかセンター14、レクレセンター15があります。東児市民センターは、各種証明書の
発行やイベント等のホールなどがあり地域の拠点施設で、乗り継ぎに十分な広いスペースの駐車場
があります。深山公園は、道の駅、カフェ、朝市、英国庭園、ドッグラン、玉野市営墓地などがあ
り、自然に囲まれた公園施設等として交流拠点になっています。レクレセンターには、体育館等ス
ポーツ施設や児童関連施設等があり、拠点施設となっています。これらの施設がシータクとシーバ
スの乗り継ぎポイントとなっており、中心市街地の商業施設で人気のあるメルカへの買い物、市民
病院への通院などができるようになっています。例を挙げますと、東児のエリアから市民病院へ行
く場合は、シータクに乗って、東児市民センターに行き、そこでシーバスに乗り換えて市民病院へ
行くことになります。
イ　シータクの利用者の増加を支える事業者の知恵と努力
　当初説明会では、「乗り換えてまで利用するわけない」、「シータクの予約が面倒だから乗らない」、
「病院が終わる時間がわからない。終わってから予約すると１時間以上待つことになる」などの意
見がありました。旧シーバスの運行体系では、バスが玉野市内を隈なく走っていたため、玉野市の
端から中心市街地に行く場合も乗り換える必要がほとんどなかったため、新交通システムは乗り換
えが面倒だと言う人も多くいました。シーバスは、決まった路線での直線的な動きしかできず、シー
タクのような自由度のある移動ができません。それゆえ市民の多くは買い物等で近くの商店や病院
へ移動する場合、自家用車やタクシーでの移動が中心でした。旧シーバスは、主に中心市街地の商
業施設や市民病院に行く目的での利用が中心になっていました。しかし現在の新シーバスとシータ
クの体系では、各エリアの利用者が地域内の病院等に直接シータクで移動する地域内利用もできる
ようになり、利用が徐々に増え始めています。また、乗り継ぎ等をスムーズにするためのコンシェ
ルジュ（総合サポート係）機能として、コールセンターがシータク間の連携を考えて時間調整を行
い、目的地と希望時間を確認して、時間調整を図ることや乗り換えの案内などを行っています。こ
12　東児地区の市の出先施設。住民票や納税ができるほか、コミュニティ活動の施設。シータクとシーバスの乗り換
えに十分な広さがある駐車場を完備。
13　国道30号線の道の駅「みやま」に併設した風致公園。ドッグラン、英国庭園、玉野市営墓地等がある。
14　玉野市の医療、健康、福祉等の拠点施設。大ホール（126人収容）、他小会議室４室、調理室などの施設がある。
15　 施設内には総合体育館（バスケットコート２面大、観客席有り）、児童館、会議室等が併設されており、スポー
ツ大会など様々なイベントがここで行われている。
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のコンシェルジュ機能は、後に出てくる東京上野にあるIT企業の営業担当者が発案したものです。
この機能により、シータクコールセンターが単なる受付では無く、ホテルにいるコンシェルジュの
ように対応することで、はじめての利用者でも電話でスムーズに予約ができるようになりました。
このサービスが利用者を増やしました。これは、関係者の知恵の一例です。
　さらに、病院から帰る際に、帰りの予約時刻が決まらない場合には、シータクコールセンターで
「病院帰りの仮予約」を受け付けています。この方式は、まず病院に行く予約を受け付けた際にお
およその時間帯で帰りの便の予約を同時に受け付けます。その後、病院の診察等が終わった時点で
コールセンターに連絡すれば、オペレータがGPSによりシータクの位置情報16を確認して、利用者
の近くを運行中のシータクに連絡を入れ、そのシータクが利用者を迎えに行くようになっているも
のです。現在、この仮予約方式により、シータクは、利用者から連絡を受けておおむね10分以内に
迎えに行くことができています。この「病院帰り仮予約方式」は、地域説明会にタクシー事業者と
本市の職員が参加して、実際の住民の意見を聞く中で、タクシー事業者の知恵から生まれたサービ
スです。また、現在の新交通体系を構築するにあたり、住民説明会での住民の意見を事業者も一緒
に聞くことが、後の各公共交通機関の共存バランスを考える上でも大切でした。
ウ　市内周辺部でのシータク利用例
　玉野市内の荘内地区は岡山市南区と接しており、新興住宅街として人口が増加した地域です。こ
の地域は、人口が増加していくに伴い個人病院や食料品中心のスーパー等が点在するようになりま
した。しかし高齢者は、路線バスや旧シーバスでは、ルートから病院やスーパーが少し距離が離れ
ると、利用しづらい状況でした。現在は、路線バスの運行していない地域でも、シータクで荘内地
区と八浜地区を合わせたエリアの病院や個人商店等の近くまで移動することが可能です。例えば、
荘内地区の人が２キロ離れたスーパーに買い物に行く場合には、少なくとも高齢者なら自転車か自
家用車などを使って行っていたところが、現在はシータクを予約すればスーパーと自宅近くの乗り
場との往復が可能となっています。地域内の移動がある程度自由にできるようになり、運賃は高齢
者が割引で65歳以上なら100円で、往復200円となります。利用者からは、「安くて便利。」と好評で
す。また、丘の上や斜面にある団地の住民の中には、定年退職して65歳以上になった高齢者が、「運
転免許証を返納して、自家用車も持たなくても生活できる。」と実際にシータクを中心に生活され
ている人もいます。シータク運行により、従来に比べて移動行動が多様化して、非常に便利になり
ました。玉野警察署交通課の担当者からは、「もう免許証を返して、シータクやシーバスに乗る。」
と言う人もいると聞きました。このように、シータクは現在、市民にとって無くてはならない地域
公共交通になっています。
16　 タクシーのGPS機能付車載器を利用してタクシーの位置情報をデータ等で送信し、その位置情報を遠隔地で受け
て表示することにより現在地を把握できるシステム。
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エ　中心市街地を含む市内中心部のシータク運行と他交通機関とのバランス
　周辺部では上記の状況ですが、中心市街地は少し事情が違っています。シータクが周辺部と同じ
ように地域内をある程度自由に移動できるようになると、タクシー、路線バス、シーバス、鉄道な
どと競合することになり、料金が安く移動の自由度の高いシータクの利用者が増加し、他の交通機
関が圧迫されてしまう問題があります。このような問題の発生と利用者の利便性も考慮しながら、
住民や事業者が地域説明会、地域公共交通会議等で論議した結果、中心市街地は、他の交通機関に
与える影響が大きいということから、シータクの運行を抑制することになりました。以上の結果か
ら、中心市街地では、バス停から遠い場所や坂の上に有る住宅街など、バス等の利用が特に高齢者
には困難な地区に絞って乗り場を設置し、日常に利用できる商業施設等の目的地には、乗り場から
直接往復できるように配慮しながらも、路線バスやシーバス等に乗り継ぐだけの運行形態にするな
どの制限を設けています。この運用は、中心市街地の市民から批判もありましたが、他の公共交通
機関と共存できるようになり、結果的にタクシー、バスなどの利用者の交通手段の選択の自由を奪
わないことができています。このエリアの住民の人々には、利用者が個人のニーズにより交通手段
の選択の自由を確保できるためのバランスを取っていることを丁寧に説明して、理解を得ています。
中心市街地のシータクは、他の公共交通との共存を意識して制限しているため、利用は少なくなっ
ていますが、利用者の利便性を確保するため、要望があれば乗り場は順次変更、追加しています。
また、玉野市内唯一の離島である石島と宇野港を結ぶ予約式海上タクシー（不定期航路）による運
航も計画しています。この海上タクシーとシータク運行の連携により、石島の人が宇野港で海上タ
クシーからシータクに乗り換えて、中心市街地の施設へ移動できるようになります。双方の予約受
付は、シータクコールセンターが行います。
オ　シータク等への地域からの支援
　シータクとシーバスによる新交通システムの運行を支援する動きも出てきました。玉野警察署と
玉野市交通安全対策協議会では、高齢者で運転免許証を返納する人については、シータクやシーバ
スの無料乗車券を配付しています。また玉野市内のスーパーでは、シータクを利用して買い物をし
た人には、シータク運賃の一部補助券の交付を行っているところもあります。さらに、医師会、歯
科医師会、美容の組合などでは、シータク利用者で携帯電話を持っていない人に対して、ボランティ
アサポートとして、本人に変わってシータクコールセンターに電話連絡してくれるような支援もあ
ります。このような地域からの支援により、利用者の利便性の向上や利用促進が図られています。
住民理解と事業者等の知恵などにも支えられ、平成24年の７月から新しい交通体系としてシーバス
とシータクが運行するようになってから、利用者が年々増加しています。具体的には旧シーバスで
は、最終年に年間６万人程度（推定）であった利用者も交通体系の再編により、平成26年度は10万
人を突破して、約11万人の利用が見込めるまでになりました。また、他の公共交通機関との役割分
担やバス路線の統合などにより、各公共交通機関がそれぞれ共存できており、今後も本音の話し合
－54－
「臨床法務研究」第14号
いによる相互理解により各種支援の充実や各交通機関のバランスを維持していこうと考えています。
⑹　実証運行前後の利用者数の推移（資料11～13）
　旧シーバスを新シーバス・シータクによる新交通システムに見直した結果、利用者は順調に増加
しています。
３　新交通システムを含めた新交通体系の評価
⑴　新交通システムの評価の視点と導入後の変化（資料15～21）
　次に実証運行における評価の視点ですが、シータクやシーバスをどのように評価するかというこ
とで、岡山大学の橋本成仁先生等の指導を受け、５つの評価の視点で評価することにしました。公
共交通を利用できる人が増加したかですが、人口カバー率17が、旧シーバスでは人口の91.3%で、
新シーバスとシータクによる運行が98.6%となり、7.3%上昇しています。利便性が向上したかですが、
運行頻度や速達性が周辺部で向上し、路線バスや鉄道への乗り継ぎなどの利便性が向上しました。
運行にかかる費用については、新シーバスについては運賃が半分の100円になったため運賃収入は
半分になりましたが、一人当たりにかかる運行コストは296円で旧シーバスが886円だったため590
円のコスト削減になりました。シータクについてはコールセンター費用の約1,000万円を含めた総
費用で一人当たりに係る運行コストは608円です。旧シーバスと比較して278円の削減になりました。
シータクについては国庫補助金もあり、シータクやシーバスを合わせた新交通システムと旧シーバ
スを比較すると、約1,350万円の削減につながりました。最後に利用者ですが、今のところ増加傾
向です。ただし、人口減少の時代ですから、玉野市の人口が減少すると共に利用者も減少していく
ことが考えられます。利用者の減少をさらなるサービスの向上で可能な限り抑え、市民の外出機会
を増やすことができればと思っています。ここからは、少し具体的に説明します。人口カバー率で
すが、旧シーバスもバス停から400m以内に住んでいる人が、約91.3%のため、カバー率は高いと
評価されています。しかし、玉野市は中央が山地で坂が多いため、バス停まで400mと言っても、
急な斜面に居住している住民は、行きは下りで良いが、帰りは荷物を持って坂を上がるのは辛いと
いう声もあります。新交通システムでは自宅の近くにシータクの乗り場を設定しているので、旧シー
バスに比べて実際の利便性は向上しています。しかし市民の健康、運行の効率などを考慮し、あえ
て自宅まで迎えに行くことはしていません。シータクや新シーバスは、乗り場方式として利用者に
は少し歩いていただき、足腰が健康になっていただきたいと一番に考えました。また、その他の理
由として、自宅まで迎えに行く形態では、乗り場方式に比べて運行距離等が長くなり、１時間以内
17　人口カバー率とは、平成22年国勢調査人口分布50ｍメッシュにバス停・乗合タクシー乗り場より400ｍバッファ
圏内を設定した際の人口カバー率。
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に迎えに行くことができる利用者が少なくなってしまいます。そこで、できるだけ多くの人に使っ
てもらうためには、効率的に迎えに行く必要がありますから、地域の中心あたりに乗り場を設けて、
そこに迎えに行くことにすると１時間当たり１台のシータクで２人から３人程度を乗せることがで
きるようになるのです。また、乗りたい時間帯の１時間前までに予約し、予約をまとめてから運行
ルートを決めてコールバック18することで、全体の走行距離をなるべく短くし、効率よく運行する
ことで運転者の疲労や運行経費の低減にもつながっています。また、併せてタクシーとのサービス
レベルの差別化も図っています。サービスレベルの高いタクシーの利用は、シータク等に比べて運
賃も高くなりますが、そのようなサービスを望まれるニーズもあり、共存していくヒントになるも
のと考えます。
　次に、運行頻度について説明します。資料の18～19をご覧ください。例えば旧シーバス運行時代
の旧交通体系では、この濃い青の点は、１日平均で自宅の近くの停留所等を０～５回、路線バスや
シーバスなど公共交通機関が運行しているということを分析した図です。濃い青の点の０便から５
便とは、１日中あまり公共交通機関が運行していないところです。そのような地域は、新交通体系
に変えましたところ青の点もありますが、全体的には５便から10便ということで自宅の近くを公共
交通機関が運行する頻度が増しています。また、新交通システムに変わっても濃い青の点のところ
が残っていますが、大半が旧シーバスとの比較のためにバス停が無くなった位置を表記上残してい
るため集計ができていないもので、新交通体系では乗り場が存在せず大半が11回程度シータクを運
行するエリアになり、市内全域の利便性は飛躍的に向上していると考えられます。資料の20～21の
利便性（速達性）をご覧ください。速達性とは市役所がある中心市街地に移動することを想定し、
どの程度時間がかかるかを表した図です。濃い赤が40分以上かかる地域で、旧シーバスから新交通
システムに変えたところ、濃い赤が少なくなりました。山の中で集落の無いところを除いては、乗
り継ぎ時間を含めても多くが40分以内に市役所まで移動できるようになりました。しかし、中心市
街地に隣接する地域では、シータクからシーバスへの乗り換えが必要となったため逆に多少到達時
間が遅くなってしまった地域もあります。
⑵　アンケート調査による住民評価（資料22～24）
　サービスへの満足度調査ということで利用者アンケート、高齢者アンケート、政策評価アンケー
トなどのアンケートを平成24年度、25年度各一回行いました。また、その後もシータクやシーバス
の利用者の多くが高齢者であるため、高齢者へのアンケートを毎年行っています。政策評価のアン
ケートは、政策評価をする上で新交通システムに関して広く市民に意見を聞くという目的で実施す
るため利用している人と利用していない人を分別して行い、客観的な意見や必要な改善点等を知る
18　予約者に対して、予約後に乗り場にシータクが到着するおおむねの時刻等を再度電話連絡すること。 
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ための調査としています。
⑶　評価のまとめ（資料25）
　公共交通を利用できる人は人口カバー率が91.3%から98.6%に向上しました。玉野市は、山坂が
多いので山の上に乗り場を設置したことで98.6%となり、公共交通を利用できる人が大幅に増加し
たと考えられます。周辺部を中心に公共交通の運行頻度が高まったことにより、外出機会の増加、
中心市街地への所要時間も短縮して利便性が向上したと考えられます。さらに、今ではシータクに
より各エリア内での移動が活性化したということもあります。次に、運行効率の向上については、
公共交通にかかる費用が安くなりました。移動時間の短縮、運行頻度の増加による利便性の向上、
予約式による空車運行の防止などもあって運行そのものの効率も向上していると考えられます。満
足度、生活のしやすさについても、利用者を中心に満足度や生活のしやすさ共に高い数値が出てい
ます。この調査は利用者中心に行うというのが１つのキーポイントです。このアンケートは、実際
に使っている人々の意見が最重要ですから、利用者を中心にアンケートしなければあまり効果が無
いと思います。例えば免許のない人、高齢者、運転が危なくなっている人が利用者と考えられます。
一般的に70歳から80歳くらいになると個人差はあるが運転能力が落ちて危険な運転をする人が多く
なり始めます。そういった人々に利用していただくことを想定して、地域差はあるものの利用する
可能性の高い人々を意識してアンケートを行わないと、結局乗らない若しくは乗りにくいものに
なってしまうので、ここは重視したいところです。旧シーバスの利用者数と新シーバス及びシータ
クの現在の利用者数を比べると、利便性が向上した結果、最終的に約６万人の利用者が約11万人と
大幅に増加しました。
４　シータクの問題点と対応の方向性
⑴　シータク利用者の増加による問題点（資料26）
①　運行計画の遅れとそれに伴うコールバック時間の遅れ
　現在の問題点は、シータクの利用者が年々増加しており、時間帯によってはオペレータによる運
行計画の作成が利用者の多い時間帯に集約できず、増便を多発するなど非効率的な運行となってい
ることが挙げられます。また、コールバックも運行計画を作成することが遅れるために、時間に余
裕を持って行うはずが、乗り場にシータクが到着する直前に連絡をするといった問題もまれに発生
しています。
②　コンシェルジュ機能の低下
　玉野市の交通体系はコミュニティ交通や路線バスなど多くの交通手段が存在し、複雑で利用者に
は分かりにくくなっています。このことが、利用を控える原因の一つになっていると考えられます。
それを解決するのが、利用者が行きたい場所や到着希望時間を告げると、各公共交通機関の時刻表
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等を揃えたコールセンターが乗り継ぎなどを教示してくれるコンシェルジュ機能です。しかし、利
用者が少ないときは、コンシェルジュ機能が十分発揮されますが、利用者が多くなると問い合わせ
に応対する時間もなく、シータクコールセンターの特徴であるコンシェルジュ機能のサービスレベ
ルが低下し、機能が十分発揮されない状況になってしまいます。また、利用したことが無い人が「シー
バスの時間を見て、シータクに何時ごろに乗って○○へ行くなど、そんな複雑なものには乗れない。」
といわれるケースがあります。その場合、コールセンターで行き先地や到着希望時間を聞いて、乗
り継ぎなども教示してくれる旨を話し、「まずは、コールセンターに電話してみてください。」と説
明しています。コールセンターに電話すると、「はい、わかりました。××便のシーバスに乗りた
いのですね。乗り場にお迎えにあがる時間をあとからお知らせします。」と案内され、簡単に利用
できます。利用者は電話するだけでいいのです。コールセンターに電話さえすれば、オペレータが
「どこへ行きたいのですか。」「どんな交通に乗りたいのですか。」などを聞き、全てシータクのコー
ルセンターが乗り継ぎ等を案内してくれるとともに、乗り継ぎを手配することになっているのです。
この利便性の向上により、１回利用すると、リピーターになる人が多くいます。これも、シータク
の利用者が増えている理由の１つです。しかし、このはじめての利用者への丁寧な案内も運行計画
の作成の遅れにより十分な対応時間が確保できなくなってきています。
③　病院帰りの仮予約方式の待ち時間増加
　病院の帰りの予約は、薬をもらう時間、順番待ちの時間の予測ができないことから、全て終わっ
てからでは、１時間以上先でなければ帰りの便には乗れません。そこで利便性を向上させるため、「病
院帰りの仮予約方式」を採用しています。例えば、シータクの10時便で病院に行き、11時便で帰り
たいという仮の予約をします。この時は、帰り便の時間帯は決めますが、何分頃というのは決めま
せん。仮の予約のある人は病院が11時30分に終わった場合、終わった旨の連絡をすれば、近くを運
行中のシータクにコールセンターから連絡が入り、迎えに行って、乗り場から自宅近くの乗り場等
へ送り届けてくれます。この方式も、利用者が増えている理由の１つです。乗る時は、電話すれば
コールセンターが手配してくれるし、病院帰りも終わった時間に連絡をすればおおむね10分以内で
迎えに来てくれるということで、より利用者が便利さを享受できるようになっています。しかし、
この方式も利用者の増加による、オペレータの運行計画作成の遅れにより、十分対応する時間的余
裕が無いために多い時間帯には20分近く待つ場合もごくまれに出てきました。
⑵　乗り場の適正配置
　最後に、利用者が増加し、それまでの乗り場や停留所の位置が遠いと感じている人が存在してい
るという問題が有ります。そのため、アンケートで乗り場や停留所までが遠いと回答した人が多かっ
た地域については、乗り場や停留所の位置を町内会等で議論し、地域の中心の辺りに乗り場を設定
するなどの対応をしています。地域住民の意見で乗りやすい場所を選定していただき、そこに乗り
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場等を設置することにより、住民により利用しやすいものにするよう、順次見直しを行っています。
適当な場所が無い場合には、民家に協力を得て塀などにも乗り場の表示を設置させていただくなど、
利用者等の要望を尊重しています。しかし、現在の方法では、利用者の登録がないことから自宅の
住所等が分からず、必ずしも利用者に近い位置に乗り場を移動する提案ができていません。これら
の問題を解決する方策として、利用者事前登録制（任意）のシータク自動配車システムの導入は効
果があると考えます。
５　自動配車システムの検討
⑴　自動配車システムの説明（資料27～28）
　自動配車システムには、時間確定型フルデマンド方式や時間未確定型セミデマンド方式などの方
式があります。時間確定型フルデマンド方式とは時間の制約がなく、予約すると迎えに行く時間や
到着時間を確定するもので、東京大学方式とも言われるものです。時間不確定型セミデマンド方式
とは、利用者にあらかじめ予約をしてもらい、１時間毎などに運行計画を立てて順番に迎えに行っ
て、送っていく方式で到着時間などが決まっていない方式です。このセミデマンド方式は、利用者
からの予約を一定時間受けて最短距離を順番に乗ったり降りたりさせながら運行するもので、これ
は東京にあるN社方式とも言われています。一般的には、これらがオーソドックスな従来方式と言
えます。しかし、玉野市は先ほど説明したように、仮予約で急に予約が入るなど複雑で、さらにあ
る程度迎えに行く時間や目的地に到着する時間が確定できるような方法で運行することが求められ
るため、従来のシステムでは対応が難しいと考えていました。そこで、人の考えと自動システムを
融合させたシステムを構築できないかと他事例等の調査をしてみました。このシステムを開発した
のは、東京にあるIT企業のK社です。玉野市に合うシステム開発を６～７社に打診したところ、
どの事業者も満足なものができず諦めかけていたころ、「できる。」と言った事業者が現れ、その会
社にお願いしたところ、現在の人の考え方を取り入れたオリジナルのシステムができあがりました。
⑵　シータクの問題点解決策としての自動配車システムの導入
　玉野市が導入した自動配車システムにより、シータクコールセンターのオペレータが予約を受け
て、それから予約に従って乗り場を回るという運行計画を簡単に立てられるようになりました。従
来は、シータクコールセンターが予約を受け付けて、シータクを運行する事業者毎に運行計画を立
て、事業者によっては受け付けた予約をシータクコールセンターからFAXで送信してもらい、独
自に運行計画を立てて、シータクの運転手に携帯電話で運行計画を伝えるという方法で運行してい
た事業者もありました。しかし、新しい自動配車システムは、シータクコールセンターが予約を受
け付けた時にシステムに予約内容を直接入力します。その後、予約が確定したら各事業者を介さず
に自動的に車に配信されるというようなことになり、オペレータの事務量が大きく減って合理化を
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図ることができました。その結果、新しい自動配車システム導入後は、人員が少なくなり、事務量
も減ってオペレータによるコンシェルジュ機能や病院帰りの仮予約の対応が容易になりました。ま
た、この自動配車システムは自動予約もできます。自動予約により、聴覚等に障害のある人が使え
ることに加えて、高齢者等の中にはスマートフォンが使える人が増えていると考えられますから、
自動で予約をする人が増えていくと思います。そうなれば、コールセンターの予約受付の負担が更
に減少していくと考えられます。
⑶　自動配車システムの導入効果とICTによる今後の展開（資料29）
　自動配車システム導入による効果ということで、予約時間の短縮による利便性の向上、データの
分析によるダイヤ、便数、乗り場の適正配置などが図れるとともに、移動行動を分析することによ
り、利用者に必要な情報提供（デジタルサイネージ技術）などもシータクコールセンターで取り組
んでいくこともできます。また、メール等の予約による利便性が向上して、聴覚障害者や言語障害
者など電話が使えない、もしくは使いづらい方なども自動予約によりシータクが使えるようになり
ます。また、利用者が増加し、現在の手動による運行計画の作成は限界に達し、運行計画が非効率
になっている問題についても自動配車システムがアシストすることによって、運行計画が簡単に作
成でき、運行効率も向上するというメリットもあります。実際に、自動配車システムを導入した結
果、各運行事業者に配置していた運行計画の作成とコールバックを行っていた人員が必要なくなり、
５人いたオペレータが２人で対応できるようになりました。さらにICT化を進めて、デジタルサ
イネージ導入による民間の広告収入が見込める可能性もあり、継続的な運行に貢献するのではない
かと考えています。今後は、シータクやシーバスの運賃の検討の前に、運行による営業外収入を高
めることや企業等による支援金等により、国と本市の補助金も合わせて継続的に運行を支えていき
たいと考えています。また、可能であればもっと進めて、新しい発想でビジネスモデルとして採算
をとれるまでに事業を育てて行けたらとも考えています。
６　公共交通利用による効果（資料30～31）
　公共交通を利用する効果として検証されているわけではないのですが、公共交通を利用すること
によってどのような効果があるかを考えてみました。まず、高齢者の外出の機会を増やすことで歩
く機会が増え、他人とのふれあいにより社会との関わりも生まれ、心身ともに健康になるのではな
いかと考えます。本市では、交通体系の再編にあわせ「いきいき交流デー」と称し、月に１度、拠
点乗換施設のすこやかセンターで高齢者の健康と交流促進事業も実施することにしました。心身共
に健康になることで、結果として医療費が削減できるのでは無いでしょうか。また、自家用車に比
べて１日の歩く時間が長くなるので、歩くことが認知症予防にも効果があるのでは無いかと思いま
す。次に、利用者が買い物や通院、カルチャーセンター等への日常生活の移動に困らなくなり、習
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い事趣味等にも自由に出かけることができ、高齢者等の生きがい創出になるのではないでしょうか。
さらに、外出することで他人との関わりも生まれ孤立感から解放される効果があるのではないかと
思います。利用者は、運転手とも顔見知りになって会話が生まれますし、顔は見えないもののコー
ルセンターへの予約等を通じてオペレータとの会話も生まれるため他人とふれあうことができます。
また、運転に不安のある高齢者等が公共交通を利用して移動できるようになり、交通事故が減少す
るという効果もあると思います。また、自家用車の交通量が減少して交通渋滞が緩和され排気ガス
が減少しますから、環境にも優しいのではないでしょうか。渋滞緩和については、都会だけの話で
玉野市ではあまり効果が無いかもしれません。この他にも、さまざまな効果があるのではないでしょ
うか。
　シータク自動配車システムが入ったことで、個々の利用者の移動行動を短時間で分析することが
可能となりました。このことにより、個人のニーズなどを把握することができるようになり、利用
者に有用な情報を提供できる可能性が出てきました。今後、玉野市では、コミュニティ交通が単な
る移動手段から利用者のニーズに沿った行事や広告宣伝などの情報や防災、安全等の行政情報など
も提供できる情報ステーションの役割を果たすようになるのではないかと期待しています。そのよ
うになれば、地域経済活動の活性化にもつながる可能性があります。
７　公共交通を成功させるキーワード
⑴　バランス（資料32）
①　利用者ニーズに応えるための共存
　全国にはさまざまな公共交通が存在します。モータリゼーションの進展等により、公共交通利用
者は減少が続いています。しかし、高齢者が今後さらに増加していく社会では、いずれ加齢ととも
に団塊の世代の人々の多くが自家用車の運転が困難になり、公共交通の重要性は増すと考えられま
す。また、高校生や都会などの若者などを中心とした運転免許を持たない人たちは、公共交通を必
要としており、それらの人々の移動手段を確保することは大変重要です。タクシー、バス、鉄道な
ど移動手段は多様ですが、それを利用する人々の用途やニーズも様々で、その様々なニーズに応え
ていくためには、様々な交通手段がバランス良くかつ利便性も考慮して共存することが必要だと考
えます。
②　観光やまちづくりと一体の公共交通
　また、公共交通はまちづくりと直結しており、中心市街地活性化やコンパクトシティなど様々な
要素も考慮しながらまちに活力を与えるとともに、市外等から観光や仕事で来られる人が移動に困
らないことなども考慮し、それらのバランスをとることも必要だと考えます。
③　隣接自治体等との連携
　公共交通を考える上で、今後重要になることの一つとして、隣接する他の自治体のまちづくりと
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の関係、他の自治体との施設の共有、相互の移動行動の把握等一体的に調査分析し、広域で連携し
ていくことも必要であると考えます。公共交通は、その市のみのことではなく、関係する他の自治
体とも経済圏等を共有している場合も多く、費用対効果を考えると施設を共有する考え方などもあ
りますから、広域での連携が必要ではないかと考えます。隣接する自治体等と広域での公共交通体
系のバランスを考えることも重要ではないでしょうか。
⑵　コミュニケーション
　地域の人々との相互理解を深めるためには、平素から地域の人々、事業者、地域以外の人々も含
めた関係者とのコミュニケーションが大切だと考えます。コミュニケーションから相互理解が生ま
れ、互いの立場を尊重し合うことが可能となります。そして、上記のようなバランスをとることが
できるようになるのでは無いでしょうか。また、いろいろな人からの新しい考え方や知恵も出てく
ると感じています。先ほど説明したコンシェルジュ機能の発案者が、東京のIT企業の人であった
ように、コミュニケーションを通じて、玉野市の現状等を理解した上で関係する全ての人が考える
ことで、より便利なサービスが生まれたのだと思います。
⑶　協働
　地域の公共交通を守り育てるためには、みんなが協働して支えていく必要があると考えます。今
後は、地域の人々が協働してさらに支援の輪を広げること、利用者のニーズに沿った情報提供等営
業外収入を得る仕組み、企業等による協賛金等公共交通を継続的に支える仕組みを作ることも必要
では無いかと思います。そして、新しい発想によりさらに便利な仕組みを考えていくことも必要だ
と考えます。
⑷　調査・分析・計画・実行・検証・改善サイクル
　最後に、地域公共交通を考える上で重要なことの一つに、地域に関係する人々が「現在の地域公
共交通体系は今後もその地域のベストなものではない。」ということを意識することが必要だと思
います。地域の公共交通を守り育てるためには、そのまちの主要な施設や制度、人の移動行動やニー
ズ等を可能な限り調査分析し、そのうえでまちの活性化、交通の利便性、人々のニーズや公共交通
のバランス等を考慮して計画し、実際に運行（運航）させて検証し、問題点を解決していくことを
継続していくことが必要だと思います。そのために、地域公共交通会議等の役割は重要です。また、
必要な国等の補助制度などについても、地域のことを一番知っている人々が提案できなくてはいけ
ないと思います。
　また、公共交通を利用する習慣の無い地域では、まず、人々に公共交通を利用する習慣を定着さ
せることから始めなければいけませんから、最初は利用されなくても継続して運行することが大切
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だと思います。中山間地域で公共交通の無い地域や少ない地域では、他の公共交通とのバランスを
考える必要は無いかもしれませんが、NPO、ボランティア等による運送やタクシー事業者等によ
る乗り合い運送等とのバランスは、地域の独自ルールを地域に関わる人々が考えなくてはいけない
と思います。地域の事情は変わりますから、地域に必要な公共交通も時とともに変わっていくのが
当然です。そのことを意識して、地域に関係する人がみんなで話し合いながら、変化に合わせたそ
の時ベストな公共交通を常に考えていく必要があると思います。
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